
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 羽島市立中島中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１７日（金）・１１月２１日（金） 

実 施 概 要 
 ① 講演会（地域人講師による「２１世紀の科学」） 
② ふれあい合唱祭（学年学級合唱の発表） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   ■産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ２００ 人 
計 ２５０ 人 

地域関係者 ５０ 人 

 

実 施 状 況 

(1)１０月１７日（金）講演会 

地域人講師（本校卒業生でもある時田憲幸氏＝薬学博士）による講演会

を開いた。保護者にも案内し、現在の科学の発展やこれからの科学の未来

について分かりやすく話していただいた。保護者・生徒ともに魅了された。

先端の科学に触れることによって、自分たちの今後の活動の参考としたり、

活力としたりできる豊かな内容であった。 

 

(2)１１月２１日（金）ふれあい合唱祭 

「心を広げる」合唱は、本校の４本柱の１つである。その合唱の取組の

成果として広く地域に公開した。生徒会スローガンとして「夢奏」を掲げ、

学級合唱、学年合唱、を発表した。保護者・地域の方にも公開し、触れ合

いの場とした。 

 

成果及び課題 

○芸術鑑賞会について 

地域人講師（本校卒業生でもある時田憲幸氏＝薬学博士）による講演会

を開いた。先端科学の素晴らしさを実感した時間であった。時田氏の中学

時代の進路選択についてのエピソードも、中学生にとって参考になるもの

であった。科学に興味関心を深めたり、将来の希望とつないで自分達の進

路を考えたりすることができた。保護者の方からも、貴重な時間だったと

の評価をいただいた。 

 

○ふれあい合唱祭について 

(1)昨年に引き続き、案内状を生徒の手で中島中学校区全戸に配布した。保

護者・地域住民の参観も多く広く地域に公開できた。 

(2)校区の有識者や学校懇話会委員さん、コミュニティセンター館長さんな

どもご来校いただけた。合唱を通して本校の教育活動に関心をもってい

ただけている。 

(3)合唱祭を通して今後取り組むべき課題がより明確になったとともに、音

楽を楽しむことを通して、今後の活動への意欲やあこがれが更に高まっ

た。 

 


